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 図P波速度構造モデル(海溝に直交する断面)
 最上部層は海水,速度一深さの関係は例えばBについて奮えば,測線Bに沿った平均
 を示している。各層の推定される境界を直線で結んであるが,この境界は必ずしも等
 速度線に一致しない。
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 論文審査の結果の要旨
 日本海溝及び千島海溝付近は太平洋プレートの沈み込みの位置に相当しているから,その地
 域における地震波速度構造は沈み込み過程を直接的に反映していることが期待される。よって
 島弧一海溝系のテクトニックスを明らかにするために構造の研究は極めて重要である。
 千島海溝南部はこれまでに屈折・反射法等によりそれぞれ調査が行われてきたが,測線の数
 や方法等必ずしも充分でなく精密な速度構造は得られていなかった。
 著者はこの地域の海盆部から島弧にかけての地殻構造の変化を精密に調べるため,エアガン
 及び海底地震計システムを用いて9つの地震探査瀾線の調査を行なった。
 得られたデータは磁気テープに記録されるが大量かつオフラインのため特別な計算機処理を
 行った。特に客観的な結果を得るために速度構造解析をX-T(距離一走時)領域でなくτ一ρ
 (インターセプト時一波線パラメータ)領域で行い,また㌘ヵ領域のS/Nを上げるためslant
 stack法を利用する等解析手法に多くの工夫を施した。最終的にはτ一ヵ領域のデータからτ
 一蹴mインバージョン法を用いて速度と深さの関数を求めた。最後に地形変化の情報を加えた
 結果を初期モデルとし,それから理論記象を得て観測データと比較し,最適構造を求めた。
 その結果,海盆底内では均質な地殻構造であること,また速度構造は標準的な海洋地殻を示
 していることがわかった。海溝底の構造は海盆底下の構造に類似していること,またモホ面の
 深さはi3～Mkmであり,以上の結果から海溝下の地殻構造は海盆底から連続していることが
 推定される。
 大陸斜面下の地殻構造はP波速度2.5～4.7km/sの遅い物質が斜面全体にわたって厚く(最
 大6km)存在することによって特徴づけられる。
 海溝軸より50kmまでの大陸斜面下ではP波速度が5km/sより遅い物質は海底下6～7
 kmの厚さに達し,海溝軸より約90k搬,水深2000mの地点ではこの低速度物質がやや薄くなり,
 標準的な大陸地殻花コウ岩層を示す6km/s層が海底下深さ5kmの位置から存在するように
 なる。この地点あたりからより大陸的な構造へ変化していくと推定される。
 著者により得られた千島海溝南部の構造は,三陸沖,日本海溝付近における結果と比較され
 た。その結果2つの領域間で太平洋プレート側の地殻構造は類似しているが,大陸側では千島
 海溝南部の方が厚い低速度物質の存在する範囲が広く,大陸斜面全体にわたっている。三陸沖
 の謄本海溝付近では遅い物質は海溝陸側斜面下のみに限定されるという重要な結果を得た。こ
 れは重力異常のデータからも確認できた。
 以上の如く千島海溝南部の海盆から海溝陸側にわたる地殻構造に関し,重要な新しい知見を
 得,プレートテクトニックスの研究に多大の寄与を与えたものと考えられる西澤あずさ提出の
 論文は理学博士の学位論文として適当と認める。
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